
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
２
０
１
８
年
に
発
表
し
た
グ
ル

ー
プ
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「
変
革
２
０
２
７
」
に
お
い
て
、

発
足
以
来
軸
と
し
て
き
た
駅
や
鉄
道
の
利
便
性
で
収

益
向
上
を
図
る
ハ
ー
ド
起
点
の
モ
デ
ル
か
ら
、〝
ヒ

ト
が
生
活
す
る
う
え
で
の
「
豊
か
さ
」〟 

を
起
点
と
し
、

リ
ア
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
提
供
す
る
「
価
値
創
造
ス
ト
ー

リ
ー
」
へ
の
転
換
を
示
し
た
。

　

今
後
生
じ
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
働
き
方

の
変
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
軸
の

転
換
、
つ
ま
り
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
肝
要
と
表
明
し
た
の

で
あ
る
。「
変
革
２
０
２
７
」
と
と
も
に
新
た
に
定

め
た
グ
ル
ー
プ
理
念
か
ら
、〝
駅
や
鉄
道
を
中
心
と

し
た
〟
と
い
う
文
言
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
私
は 

一
社
員
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
を
強
く
推
進
し
て
い
く
と
い

う
ト
ッ
プ
の
決
意
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

Suica

の
登
場

　

鉄
道
運
営
の
質
的
変
革
は
当
社
発
足
当
初
か
ら
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
。Suica

は
２
０
０
１
年
に
自

動
改
札
機
コ
ス
ト
の
削
減
を
大
き
な
目
的
に
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
乗
車
券
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
の
後
電
子
マ
ネ

ー
も
加
わ
り
、
移
動
や
購
買
の
シ
ー
ン
で
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
一
変
さ
せ
た
。
移
動
や
決
済
の
場
面
で
高

齢
者
や
旅
行
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
す
る
な
ど

社
会
課
題
の
解
決
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
、

接
触
を
避
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
需
要
の
急
速
な
高
ま

り
に
も
対
応
し
て
い
る
。
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
と
技
術
の

追
求
が
合
致
し
、
新
た
な
価
値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
。

M
obility as a Service 

（M
aaS

）の
取
り
組
み

「
変
革
２
０
２
７
」
に
お
い
て
当
社
は
、
移
動
の
た

め
の
検
索
・
手
配
・
決
済
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供

す
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
を
構
築
し
、「
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
」「
総

移
動
時
間
の
短
縮
」「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
移
動
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
生
活
者
に
寄
り
添
っ
た
提
案

を
行
っ
て
、
必
ず
し
も
駅
や
鉄
道
を
最
優
先
と
し
な

い
点
で
、
今
ま
で
に
な
い
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
実

現
を
目
指
す
２
つ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
「RingoPass

」

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ア
プ
リ
」
を
ご
紹
介
す
る
。

① RingoPass

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

海
外
でU

ber

の
よ
う
な
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が

次
々
と
生
ま
れ
日
本
市
場
に
も
進
出
し
た
こ
と
か
ら
、

私
た
ち
はSuica

を
も
と
に
新
た
な
顧
客
体
験
を
創

造
す
る
検
討
を
開
始
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
首
都
圏

を
頻
繁
に
移
動
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
は
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
移
動
手
段
の
検
索
、
予
約
、
決
済
が

東
日
本
旅
客
鉄
道 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
推
進
本
部
次
長

小おの
野 

由ゆきこ
樹
子
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特集 Digital Transformation（DX）
─価値の協創で未来をひらく

可
能
な
「M

aaS

ア
プ
リ
」
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。

社
内
に
は
事
業
の
必
要
性
や
採
算
性
に
疑
問
の
声
も

あ
っ
た
が
、
現
状
を
変
革
す
る
必
要
性
や
、
顧
客
ニ

ー
ズ
に
適
合
す
る
こ
と
を
訴
え
、
実
証
実
験
の
準
備

に
着
手
し
た
。U

ber

を
体
験
し
た
社
員
の
発
案
と

ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
ベ
ー
ス
に
、
０
↓
１
人
材
や
１
↓

１
０
０
人
材
が
知
恵
を
出
し
、
ト
ッ
プ
が
有
機
的
に

連
携
す
る
こ
と
が
推
進
力
と
な
り
、
Ｄ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
創
出
に
は
こ
れ
ら
の
要
素
が
必
要
な
こ
と
が

実
感
で
き
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
不
確
実
性
の
な
か
を
模
索

し
て
い
く
た
め
に
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
の
手
法
で
２

０
１
８
年
８
月
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
実
証
実
験
か
ら
開

始
し
た
。
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
り
、
今
後
も
、
生
活
者
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な

が
ら
成
長
さ
せ
て
い
く
。

②
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ア
プ
リ

　

東
日
本
ア
プ
リ
は
、
業
務
用
に
使
用
し
て
い
た
運

行
情
報
や
列
車
走
行
位
置
情
報
な
ど
が
ユ
ー
ザ
ー
の

手
元
で
確
認
で
き
る
ア
プ
リ
で
、
２
０
１
₄
年
₃
月

に
誕
生
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道
会
社
ア
プ
リ
の
先
駆

け
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
本
ア
プ
リ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
に
あ
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
、
他
社
ア
プ
リ
と

の
連
携
な
ど
の
結
果
、
多
機
能
化
し
た
反
面
、
当
初

の
ま
ま
の
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
（
注
１
）は

「
動
作
が
遅
い
・
重
い
」

「
操
作
性
が
わ
か
り
に
く
い
」
と
い
う
課
題
が
顕
在

化
し
た
。
こ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
鉄
道
と
の
定
期
的
な

交
流
で
得
た
手
法
を
参
考
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着

手
。
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
のID

EO
 T

okyo

と
、
徹

底
的
に
ユ
ー
ザ
ー
中
心
の
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ

で
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
成
し
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
実

現
の
た
め
に
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
リ
ー
ン

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
注
２
）型

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
採
用
し
、
内
製
化
を
図
っ
た
う
え
で
、
２
０
１
₉

年
₄
月
に
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
果
た
し
た
。
そ
の

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し

め
る
よ
う
に
開
発
を
継
続
し
て
お
り
、
最
近
で
は
車

（注１） ＵＩ：User interface アプリのデザインなど製品、サービスとユーザーとの情報接点 
ＵＸ：User Experience 製品、サービスを通じてユーザーが得られる体験

（注２） リーンスタートアップ：仮説検証を繰り返しながら効率的に製品、サービスを改良していく手法

転換

会社発足から30年間 これからの10年間

■「鉄道のインフラ等を起点としたサービス提供」から「ヒト（すべての人）の生活における『豊かさ』を起点とした
　社会への新たな価値の提供」へと「価値創造ストーリー」を転換していく。

①人口減少、少子化、高齢化などの社会構造の大きな変化・多様化 ③AlやloTなどの技術革新がひき起こす生活環境の変化
②働き方、豊かさなどに対する価値観の変化・多様化 ④経済·社会のグローバル化に伴う新たな価値観の受容

鉄道のインフラや
技術・知見

鉄道の進化を通じた
サービスのレベルアップ

鉄道の再生・復権

起点
ヒトが生活するうえでの

「豊かさ」

経営環境の変化を先取りした
新たな価値を社会に提供

重層的で“リアル”なネットワークと
交流の拠点となる駅等を活かし、
外部の技術・知見を組み合わせて

サービスを創造

起点

図表１　「変革2027」の基本方針

（※）

■移動のための情報・購入・決済をお客さまにオールインワンで提供する「モビリティ・リンケージ・プラットフォーム」
により「シームレスな移動」の実現を主導し、総移動時間の短縮、「ストレスフリーな移動」の実現につなげていく。

※BRT：バス高速輸送システム

図表２　モビリティ・リンケージ・プラットフォームとは
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内
や
駅
内
の
混
雑
度
の
見
え
る
化
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
。

　

当
社
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
安
全
・
安
心
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
伝
統
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
た
め
に
社
員
が
常
駐
し
た

Pivotal

ジ
ャ
パ
ン（
現V

M
 w

are

）で
展
開
さ
れ
て

い
た
自
律
し
た
チ
ー
ム
づ
く
り
は
、
当
社
が
持
つ
文

化
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
理
解

し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー
を
理

解
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
一
体
と
な
っ
て
自
律
的
に
活
動
し
、
ア
ジ

ャ
イ
ル
に
ア
プ
リ
開
発
を
継
続
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、

Ｄ
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
の
あ
り
方
の
１
つ
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

M
aaS

・Suica

推
進
本
部
の
目
指
す
も
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
当
社
グ
ル
ー
プ

に
も
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
、
私
た
ち
は
将
来

の
環
境
変
化
を
先
取
り
し
た
経
営
を
進
め
て
き
て
お

り
、
そ
の
方
向
性
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
変
化
が
よ
り
速
く
進
展
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
速
め
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、
こ
の
６

月
に
新
た
に
「M

aaS

・Suica

推
進
本
部
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
とSuica

を
中
心
と
し
た
決
済

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
２
つ
を
拡
充
し
、
連
携
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
や
オ
ー
プ
ン
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
み
、
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
促
進
す
る
。

　

未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ヒ

ト
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

RingoPass
アプリ画面のイメージ

タクシー後部座席の
タブレットでQR決済ができます

登録したSuicaがドコモ・バイクシェアの
鍵として使えます

•事前にSuicaのID番号とクレジットカード番号を登録して、タ
クシー、シェアサイクルの検索、利用、決済がワンストップでで
きるアプリ

•タクシー：都内約5,600台のQRコード決済に対応。配車は
S.RIDEと連携

•シェアサイクル：全国約1万2,000台のドコモ・バイクシェアに
対応。Suicaをタッチするだけですぐ利用

図表３　RingoPassサービス概要 （2020年６月現在）

Pivotal ジャパン（現VM ware）でのアプリ開発の様子
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